
業 務 仕 様 書 

 

１ 業務名称 

創成川水再生プラザほか照明設備調査業務 

 

２ 業務概要 

本業務は、対象施設に設置されている照明器具の安定器に、ポリ塩化ビフェニル（以下、PCB

という）が含まれているかどうかを調査し、その結果を報告するものである。 

 

３ 業務場所 

・創成川水再生プラザ 

札幌市北区麻生町８丁目１番１５号 

・茨戸中部中継ポンプ場 

札幌市北区篠路４条１０丁目１２番１５号 

・拓北水再生プラザ 

札幌市北区あいの里４条１０丁目１番１号 

・伏古川水再生プラザ 

札幌市東区伏古８条１丁目２番３５号 

・伏古川雨水ポンプ場 

札幌市東区北３７条東２７丁目８番１５号 

 

４ 履行期限 

契約締結日から令和 8 年（2026 年）1 月 30 日（金）まで 

  



５ 業務予定量（詳細は図面のとおり） 

施設名 調査対象の照明器具数量 仮設足場の必要箇所数 

創成川水再生プラザ 

 

第１処理施設 226 台 1 箇所 

汚泥処理施設 299 台 7 箇所 

第２処理施設 373 台 4 箇所 

雨水ポンプ施設 354 台 2 箇所 

その他 10 台 1 箇所 

小計 1,262 台 15 箇所 

茨戸中部中継ポンプ場 26 台 0 箇所 

拓北水再生プラザ   

 管理棟 325 台 4 箇所 

水処理棟、汚泥棟 138 台 0 箇所 

その他 16 台 1 箇所 

小計 479 台 5 箇所 

伏古川水再生プラザ   

 

管理棟本館（１） 23 台 0 箇所 

管理棟本館（２） 192 台 2 箇所 

水処理施設ほか 16 台 0 箇所 

小計 231 台 2 箇所 

伏古川雨水ポンプ場 163 台 0 箇所 

合計 2,161 台 22 箇所 

 

  



６ 業務内容 

(1) PCB 含有調査 

ア 調査対象の照明器具（HID 灯を含む）及び安定器の銘板の内容や、安定器の形状（外

付けコンデンサの有無・型式）を確認し、PCB 含有の有無を判断する。なお、銘板の

状態に応じて、以下の対応を取る。 

① 銘板が読み取れる場合 

型式、製造者名、力率、製造年月、安定器の形状などから PCB 含有の有無を

判断する。 

② 銘板が読み取れない場合 

同一の部屋などに設置されていたものであって、銘板が読み取れた安定器と

形状が同一と判断されるものであれば、銘板が読み取れた安定器の PCB 含有結

果に準じて判断する。それ以外は PCB が含有されていると判断する。 

イ 調査に伴い照明器具や安定器を取り外す必要がある場合は、取り外した後に原状復旧

することとする。ただし、取り外した照明器具や安定器が PCB を含有していることが

明らかな場合は、対応について業務主任と協議する。 

ウ 高所の照明設備調査には仮設足場の設置が必要な箇所がある。（図面のとおり） 

(2)  結果報告 

ア PCB の含有有無に関する調査結果を別添調査表にて報告する。なお、以下の項目が全

て網羅されている場合に限り、別添調査表を使用せず、任意の様式で報告できるもの

とする。 

【調査項目】 

・設置場所 

・照明器具及び安定器の製造メーカ、型式、力率、製造年月及び安定器の形状 

・台数 

・PCB 含有の有無 

イ PCB 含有の照明器具については、その位置を平面図上に示して報告する。 

  



７ 提出書類 

 (1) 業務履行前までに 

ア 業務代理人指定通知書     １部   

  ※所定の様式があるので業務主任と打合せること。 

(2) 完了時 

ア 完了届            １部 

イ 各種報告書          １部 

※所定の様式があるので業務主任と打合せること。 

(3) 随時 

ア 業務工程表 

イ 業務日報又は、業務旬報 

ウ 業務写真 

エ その他（業務主任の指示により提出、様式は業務主任と打合せること） 

 

８ 契約金額の支払い 

総価契約の一括払いとし、業務完了後に検査を実施し、合格の場合には全額請求することが

できる。 

 

９ 業務従事者等の配置及び職務 

(1) 委託者は、業務担当職員（業務主任）を定め、受託者に書面で通知するものとする。ま

た、その内容を変更したときも同様とする。業務担当職員は受託者に対して常に状況に応

じた監督を行うものとする。受託者は、委託者から業務の履行に関する改善指導等がなさ

れた場合には、速やかに措置等をし、結果を委託者に報告しなければならない。 

 (2) 受託者は、業務代理人を定め、書面をもって委託者に通知しなければならない。また、

その内容を変更したときも同様とする。業務代理人は、委託者との連絡調整及び業務従事

者に対する指示及び指導を行う者であり、常に連絡場所及び連絡方法等を明らかにしてお

かなければならない。 

 (3) 資格を必要とする作業は、それぞれの資格を有するものが行うこと。 

  



 

１０ 環境に配慮した業務履行 

 (1) 省資源・省エネルギーの推進 

(2) 廃棄物の減量及びリサイクル 

(3) 環境汚染の危機管理の徹底 

(4) 環境関係法令の遵守 

(5) 自動車使用時における環境負荷の少ない車両使用及びアイドリングストップなどの環

境配慮運転 

(6) 業務に係る用品等のグリーン仕様品（エコマーク商品等）の使用 

(7)  業務従事者に対する上記の内容についての適切な教育と訓練 

 

１１ 留意事項 

(1) 業務の実施に必要な機器、工具、消耗品類は受託者負担とすること。   

(2) 調査日程は業務主任と打ち合わせの上、工程表を提出し承諾を得ること。ただし、天候

等の事由により日時を変更することがある。 

(3) 施設や設備は運転中であるため、受託者だけでなく維持管理・運転担当者の安全も十分

考慮して業務履行すること。 
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